
 

平成 28 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 オペレーティングシステム 担当教員 前田 慶博（非常勤） 

学年学科 ５年電気情報工学科  後期 選択 １単位  

学習・教育目標 （Ｄ－４（３））1００％  JABEE 基準１（１）：（ｄ） 

授業の目標と期待される効果： 

 

オペレーティングシステム（ＯＳ）は、コン
ピュータをはじめ、携帯電話、テレビ、ＤＶ
D レコーダなどに導入されている。授業では、
ＯＳの基本的役割であるＣＰＵの仮想化、主
記憶装置の管理を中心におこなう。 

 

具体的な授業目標を下記にあげる。 

①ＯＳの役割について理解する 
②ＣＰＵの仮想化について理解する 
③主記憶装置の仮想化について理解する 
④補助記憶装置を管理するためのシステムに
ついて理解する 
 

成績評価の方法： 

中間試験 100 点、期末試験 100 点、レポート 50 点の合計得点率(％)

によって評価する。 

達成度評価の基準： 

 教科書、参考書及び配布資料の練習問題と同レベルの問題を試
験で出題し、6割以上の正答レベルまで達していること。なお成績
評価への重みは同等とする。 

① ＯＳの役割について説明できる  

② ＣＰＵの仮想化における具体的な方法について説明できる 

③ 主記憶装置の仮想化における具体的な方法について説明で

きる 

④ 補助記憶装置の管理システムにおける具体的な方法につい

て説明できる 

 

 

授業の進め方とアドバイス 

教科書に沿って授業を進める。適宜資料を配布する。 

教科書および参考書： オペレーティングシステム（松尾啓志・森北出版） 

授業の概要と予定：後期 AL のレベル 

第 １回：オペレーティングシステムの役割  

第 ２回：インターフェイス C 

第 ３回：ＣＰＵの仮想化（１）プロセス  

第 ４回：ＣＰＵの仮想化（２）スケジューリング  

第 ５回：並行プロセス（１）排他制御基礎  

第 ６回：並行プロセス（２）セマフォ  

第 ７回：並行プロセス（３）モニタ C 

第 ８回：中間試験  

第 ９回：主記憶管理（１）基礎  

第１０回：主記憶管理（２）主記憶の割り当て  

第１１回：主記憶管理（３）ページング  

第１２回：主記憶管理（４）仮想記憶 C 

第１３回：補助記憶装置（１）基礎  

第１４回：補助記憶装置（２）ファイルシステム  

期末試験 C 

第１５回：総括  

  

 
 
 



 

評価（ルーブリック） 
 

達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

OS の役割について、具体

的事例を示して正しく説

明できる 

OSの役割に関する問題をほ

ぼ正確(6 割以上)に解くこと

ができる。 

OS の役割に関する問題を解

くことができない。 

② 

ＣＰＵの仮想化につい

て、具体的事例を示して

正しく説明できる 

ＣＰＵの仮想化に関する問

題をほぼ正確(6 割以上)に解

くことができる 

ＣＰＵの仮想化に関する問

題を解くことができない。 

③ 

主記憶装置の仮想化につ

いて、具体的事例を示し

て正しく説明できる 

主記憶装置の仮想化に関す

る問題をほぼ正確(6 割以上)

に解くことができる。 

主記憶装置の仮想化に関す

る問題を解くことができな

い。 

④ 

補助記憶装置の管理シス

テムについて、具体的事

例を示して正しく説明で

きる 

補助記憶装置の管理システ

ムに関する問題をほぼ正確

(6 割以上)に解くことができ

る 

補助記憶装置の管理システ

ムに関する問題を解くこと

ができない。 

 


